
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（上伊那地域） 

令和３年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容   

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 
 

 

事業名 上伊那北部自転車観光推進事業 

事業主体 

（連絡先） 

上伊那北部観光連絡協議会（事務局：辰野町役場産業振興課内） 

上伊那郡辰野町中央 1番地 

事業区分 ⑥ ア特色ある観光地づくり 

事業タイプ ソフト 

総事業費 1,756,629円（うち支援金：1,317,000円） 

①地域と協働した観光推進 

②上伊那北部地域の観光 PR 

③自転車観光の推進 

※自己評価【B】 

【理由】 

・地元高校と事業連携を行い、一定の成果を残せた。 

・サイクリングツアーは初心者でも楽しめるよう e

バイクも取り入れ、参加者の満足度も高かった。 

・サイクルスタンド WS は新たな協力事業者を増やす

ことができ、高校生が材料政策に携わるなどよい

取り組みとなった。 

【サイクルスタンド WS の様子】 

 

 

 

 【目標・ねらい】 

 

【サイクリングツアーの様子】 

 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎
に記載すること。 

①地域協働自転車観光推進ワークショップ 
 上伊那農業高校コミュニティデザイン科の生徒と協働で実施。高校生が地
域社会と関わるきっかけになり、協議会としても若い世代の意見を観光推進

に反映できた。 
②サイクリング PR動画作成 

 上伊那農業高校との共同作成に取り組み、高校と行政が連携して PR 動画

を作成するという新しいモデル的取り組みとなった。 
③サイクリングツアー 
 新型コロナの影響で思うように募集ができなかったが、参加者のアンケー

トからかなり好評であった。eバイクも取り入れたため、初心者でも長距離
ライドを楽しめ、また参加したいというご意見も多かった。 
④サイクルスタンド作製ワークショップ 

 ３町村の６事業者が参加し、自転車観光や環境づくりへの興味、事業者と
の連携、上伊那農業高校の生徒との関わり合いの機会を作ることができた。 
 

上伊那北部地域は平坦、急峻な地形を有しており、様々な自転

車コースの設定が可能。また、自転車事業は長野県でも盛り上が

りを見せており、この地域でも自転車に親しみやすい地域づくり

を目指し、下記の事業を行った。 

・地域協働自転車観光推進ワークショップ 

  上伊那農業高校との事業連携 

・サイクリング PR 動画作成  

  上伊那農業高校との事業連携、共同制作 

・サイクリングツアー 20 人参加予定 

  実施日：11 月 13 日 11人参加 

・サイクルスタンド作製ワークショップ 10 事業者参加予定 

  実施日：11 月 19 日 ６事業者参加 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 上伊那農業高校との連携した取り組みにより、観光推進のワークショップや PR 動画の作成、サイクルスタンド作製ワーク

ショップを実施した。上伊那北部地域内にある高校と連携することにより、若い世代にも自転車を通じた観光に興味を持って

もらい、推進事業の一翼を担っていただいた。若い世代の発想力や想いに触れる良い機会となり、今後は幅広い世代の意見を

観光振興に生かしていきたい。 

 また、今回作成した PR 動画を活用し、上伊那北部地域の観光を広く発信し、協力事業者を増やしていくなど自転車を活用

した特色ある観光地づくりに向けて取り組んで行きたい。 


